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　今日一般に総観気象という分類が用いられているが，

総観気象を定義することは，そう容易ではないように思

われる．言うまでもなく，総観的または，総観法とは一

つの表現方法であって，それ自体が気象学の学問的な一

分野ではない．気象力学，或は理論気象学が力学的諸原

理に基づいて大気現象を記述したり，大気現象のモデル

を構成してゆくのに対して，総観気象は現象を総観図に

より記述してゆくものと言うことも出来よう．

　総観図による現象の記述とは，実は気象力学と同じよ

うに，現実の大気についての一種の解釈なのである．総

観図は，天気解析者にとって基本的な概念である気圧組

織や，組織モデル（その大部分は，ノルウェー流の前線

波動モデルなのであるが）によって現実の天気分布を解

釈したものに他ならぬ．とりわけ，この解析法は天気分

析や天気予報術にとって有用であり，もともと，総観解

析とか総観法と呼ばれたものは，こうした実際の天気図

解析者の仕事と流儀に課せられた言葉のように思われ

る．

　しかし，すべての科学がそうであるように，われわれ

の総観気象もまた，その内容が変りつつあるように見え

る．これまでの，主として天気予報や分析に従事した人

達によって作られた概念や，組織モデルだけではなく

て，量と質において広がりつつある観測値の解析は次々

に，新しい大気の様相とその性質を明らかにしてきた．

とりわけ著しい進歩は，これまでの総観解析が定性的で

あり，経験主義的な点があったが，今日では観測値の分

析がこれまでよりもさらに，力学で得られた諸概念と結

びついており，それ故にまた一層，定量的な解釈を与え

るものに変りつつあることである．

　従って総観気象の進歩は所謂総観法の進歩なのではな

く，大気の構造モデルの理論的進歩と，観測網の発展が

もたらしたものである．S・Petterssen（1）が彼の新版の

著の序文において，「予報者の訓練に関する新しい方針

をたてる時が到来したように思われる．この新しい方針
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とは一般には総観気象及び気象力学と呼ばれている二つ

の分野の差異をでぎるだけ小さくする（できればなくし

たい）ことを目指すべきなのだ．この第二版の目的はこ

のような訓練のためのテキストを提供することであ

る．…………」と述べていることは注目に値しよう．

　われわれが目指すのは大気の天気分析，（Weatheran－

alysis），或は気象解析（Meteorological　analysis）なの

であって，その解析の表現方式が総観的なのである．そ

こで以下の解説では，総観解析とは観測値の時間，空間

的な配列にもとづいて大気の実相と思われるものを再現

し，われわれがすでに獲得した知識に基づいて，観測値

の分布がどのように解釈され得るものであるか（場合に

よってはこれまでの概念とは異なる事実の発見もある）

を示すため，観測値の分布を既成の概念で組織化して，

最後にそれらを総合して現象の一つの記述的なモデルを

作るのがわれわれの総観解析であると定義しておこう．

　さて，これから解析を試みんとする読者にとって最良

の教科書はすぐれた気象解析の論文である．そこには解

析とは何かの一切がこめてある．この解説シリーズは個

々の論文の紹介はさける方針のように見える．しかし，

総観気象の範囲の定め方は他の分野ほど簡単ではない．

解析技術の書の紹介だけで本講座の主旨が満たされると

は思われない．それで始めに総括的な原論文の紹介を許

していただきたい．

　まず古典的低気圧モデルについては，J、Bjerknesの

輝ける頁と呼ばれる，On　tbe　Structure　of　Moving

Cyc1・nes及び彼とS・lbergの共著であり，今日の低

気圧解析の基礎となった極前線低気圧論をみのがすわけ

にはゆかない．これは中央気象台より気象学論文集の第

1輯に復製されているが今では一般に入手し難い．これ

については久米庸孝氏の入念な紹介（2）があるのでそれを

よむのもよい．

　高層解析についてならば，シカゴ学派の記念すべき論

文On　the　General　Circulation　of　the　Atmosp・

here　in　MidJle　Latitudesを始め，Palmen，New・

t・n等の論文を集めて，気象学会より出版ざれている
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Jet　Stream（3）がある．

　低緯度気象については柳井迫雄氏の解析（4），中規模じ

ょう乱ならば藤田哲也氏のメソ解析の一つの手法を確立

した報文（5）と松本・二宮氏の北陸豪雪についての一連の

論文（6），松本氏と協力者による豪雨に関する一連の論

文（7），があげられる．これらの論文が最良の教科書であ

り，これにより近代的な総観解析とは何か，がおわかり

になる筈である．

　以下は著者の乏しい経験にもとづいた参考書の紹介に

移る．総観解析の基礎は一般気象学であって，その知識

を天気図または資料の解析に活用するか否かが解析の第

一・歩である．その意味において例えば正野博士の気象学

総論（8），或はPetterssenの教科書（1）はやはり入門書

として最適である．この他に気象の研究法として須田建

氏の気象調査法（9）はこれから調査研究に従事される人

にはよい指針となる．

　総観解析とは所謂天気図解析という特殊な技術である

ように思われているが，そういう流儀もないわけではな

い．しかし，それは決して特異な技術ではなく，科学一

般における資料の処理方法が適用し得るものなのであ

る．従って資料の処理法に関する各種の教科書をよまれ

ることは解析技術を豊富にしてくれる．

　基本的な気象知識を天気図または観測値の解析にどの

ように活用するかという純技術的立場に立った稀有の教

科書としてはSaucierのもの（10）がある．気象資料の

解析を古典的総観解析にのみ限定すれば有名なChro・

mOW（11）の著があるがこれも一般には入手し難い．天気

図解析の実際と理論をまとめたものとしては沢田竜吉氏

の労作天気図解析の基礎（12）を特に予報作業に従事す

る方々にすすめたい．この書の各章の初めに引用されて

いるアフォリズムは誠に痛切なものであって，天気図解

析に心身を労した人でなければえらび出せぬものであ

る．豊富な雲の観測と天気図解析を対比させた中山章氏

の総観的立場から見た雲（13）はモデルと実際の比較と

いう点で大いに参考になる．特に天気図解析を始めよう

とする人々，現に毎日の解析作業に従事する人々には，

論文であるが，EliassenのTLe　Quasi－Static　Equa－

dons　of　Motion　w董th　Pressure　as　Independent

Variable（14）の前半の一読をすすめたい．この中には等

圧面天気図解析の力学的解釈の基本のすべてがのべられ

ている．解析上の疑問，特に高度場や温度場の変動の解

釈に疑問が生じたら，この論文に立ち戻って考えるのが

よい．
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　技術的な入門書ではないが，総観気象の一種の完成し

た体系として，高橋浩一郎氏の総観気象学（15）が多くの

教示に富んでいる．これとは別に，第二次大戦後の大気

じょう舌Lに関する新しい解析の集大成としてPalmen

Newtonの共著（16）AtmosphericCirculationSystems

は現に解析に従事している方々にも，これまでのまとめ

として参考になろう．

　同種のものとして，EiassenのMo重bns　of　Inter－

mediate　Scale：Fronts　and　Cyclones（17）がある．こ

れは極めて簡潔な叙述の中に総観的現象の解釈がいかに

変化しつつあるかを示している．

　総観気象，或は気象解析のこれからのあり方について

のSawyerの展望Meteorological　Analysis－a　Cha－

11enge　for　tbe　Future（18）も極めて有益である．

　解析技術の新しい方向としては，計算機を用いての客

観的天気図解析（例えばGandin（19））とか，定量的解析

における計算機の利用などがあげられる．そして，これ

には一般の数値計算法の書物が活用される．

　現場の解析者のための手引書としては，各国の気象台

から出版されており，それぞれ特色があるようである．

　もし，その方面に関心がありの方には次のテキストが

ある．

　米国のものには，その一部が気象庁予報部で訳され，

NAWAC技術指針（20）として印刷されている．簡潔で

あるが，内容は一貫した方針がうかがわれる．英国に

は，非常に大部なものがあり，天気予報技術シリーズと

も言うべきもので，基礎理論から量的予報まで全20巻の

指針（21）がある．その他の国々のものについて，筆者の

不勉強もあつて明らかでない．

　本邦のものとしては，気象庁予報部から大きな計画の

もとで，刊行が予定されているが，まだその全部はまと

まっていない．既に印刷されたものについて言えば，色

々な論文からの引用を並べたような傾向があり，編者の

一貫した基本的な考え方が明らかでない．しかも引用の

仕方が公平でないものもある．特に高々度解析に限って

のものとして，杉本豊氏の高々度解析（22）がある．

　恐らく総観解析については二つの立場が便宜上とられ

るであろう．一つはじっくりと時間をかけた総観的研究

である．これには，あらゆる分野の気象学の知識が総合

されてゆかねばならぬ．今一つは現業の人々にとっての

毎日，限られた時間内で，限られた情報で現実の大気構

造を理解する，或はモデル化してゆく技術としての総観

解析である．そこには直観的，経験的，定性的ならざる

、天気伊17．8．



総観気象入門

を得ないし，そうであっても大気の本質を把握し得るの

であって，そういう意味での総観解モデルは存在し得る

のである．ノルウェー学派のモデルが依然として用いら

れているのは矢張りそれなりの利点があるからである．

　数値予報の発展が現象の新しい解釈を与えつつあるの

もまた，事実である．要は，現場の解析者が，書物か研

究の示す成果と，彼の経験を日々の資料の解析にいかに

活用するか，が大切であることは言うまでもないであろ

う．
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大気大循環に関する文献補遺

　気象学入門講座〔3〕：大気大循環論の紹介においては，

初歩的な解説，総合報告及び教科書等の解題を行なった

が，その段階を通過した読者にとっては，やはり個々の

オリジナルな論文を読むことが必要であろう．ここ10年

間における大循環論のひとつの大きな流れは言うまでも

なく大気大循環数値実験の目ざましい発展ぶりであり，

それに関しては本講座〔18〕，〔19〕の新田：数値実験とは

の中にくわしく紹介されていたが，一方数値実験と平行

して全球的な大循環の統計解析も観測量・精度の充実と

相まって益々重要な地位を占めていることを忘れてはな

らない．この種の仕事は1950年代から60年代のはじめに
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かけてをかりに第1期と呼ぶとすれば，それを土台にし

て本格的な数値実験が始まったとも言えよう．この第1

期の成果の主なものは日本気象学会編（1960）：Selected

me亡eorologicalpapersの中のGeneralcirculation

Part　I，IIに集められてあり，更にこの分野の金字塔と

して輝くStarr鋤d　Saltzman編（1966）：Observa・

tional　studies　of　the　atmospheric　general　cir－

c罵旺ati・nはM・1・T・の大循環プ・ジエクトの1965年ま

での論文76編を集めたものである．

　ここでは入門講座〔3〕の文献補遺として，第2期とも

言うべき1964年以降の大循環に関する観測的研究のう
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